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域のニーズに応じて企画されている。

各プロジェクトは「アグリビジネス分

野におけるブランド化の実現」といっ

た達成目標とともに、「地域創生の軸

となるビジネスへ挑む力と創造性を

集めた集い力を学ぶ」といった学びの

テーマを掲げることで、参加学生がど

のような実践力を身につけるかを明

確化している。

「チャレンジプロジェクト」は、複数

の学部・学科に横断する50人以上（湘

南以外のキャンパスは30人以上。「ユ

ニークプロジェクト」は10人以上）が

必要なので、メンバー集めからPBLが

スタートするのも特徴だ。東海大学

の規模感（学生数）ならではと言える

かもしれない。

チャレンジセンターは、採択までの

プロセス、活動の環境整備、コーディ

ネーターへの研修会（SD）の実施と

いったプロジェクト活動の支援を行

う。同時に、プロジェクト活動の「実

践」に「理論」を連動させる狙いで、ア

クティブラーニングの手法を取り入

れた「チャレンジセンター科目（社会

的実践力科目、ジャーナリズム実践教

育科目）」を開講している。

2016年度実績では、全国のキャンパ

スで44件のプロジェクトに1865人が

参加し、「社会的実践力科目」を4630人

が履修した。相当な数ではあるが、プ

ロジェクト活動の参加率は6.5％、社

会的実践力科目でも約16％にすぎな

い。そこで次の段階として、これらの

取り組みを全学的なものにしていくの

To-Collaboプログラムで
PA 型教育を推進

チャレンジセンターの取り組みを

包括する形で進んできたCOC事業は

2017年度で終了するが、地域連携を

前提とした授業改革は継続していく。

一例として、2018年度のカリキュラム

改定では、チャレンジセンター科目の

エッセンスを反映する形の発展教養

科目「シティズンシップ」「ボランティ

ア」「地域理解」「国際理解」（通称トコ

ラボ4科目）が全学必修となる。

チャレンジセンターにせよTo-

Collaboプログラムにせよ、大規模大

学での実施には困難が伴う取り組み

だ。それでも改革が進んでいる背景

には、教職員の協力的な風土があると

言う。「東海大学の傾向として、こう

いう取り組みに関心を払って頂ける

先生が他の大規模大学に比べ多くい

らっしゃるということじゃないかと思

います」（山田学長）。その風土の源泉

全学的取り組みの基盤となる
独自のFD 活動

が、「To-Collabo（Tokai university 

Community linking laboratory）（トコ

ラボ）プログラム」だ。

「本学は首都圏の大学だと言われが

ちですが、定員の2割を地方におく、地

方の大学でもあります」という全国展開

の強みを生かし、「全国連動型地域連携

活動」として2013年度に文部科学省「地

（知）の拠点整備事業（COC事業）」に採

択されたのが、To-Collaboプログラム

だ。この事業の下、「パブリック・アチー

ブメント（Public Achievement: PA）型

教育」を取り入れた全学的なカリキュ

ラム改革と組織改革が進められてい

る。PA型教育は、米国ミネソタ州を中

心に1990年から実践されている教育

活動であり、山田学長は「象牙の塔にこ

もらないで、世の中と関わりを持つこ

とによって、市民性、社会性を高めてい

くこと」と説明する。教育方法として

はアクティブラーニングを導入し、各

学部各学科の専門教育に様々な形で

展開されてきた。

大学は、最終学歴となるような「学

びのゴール」であると同時に、「働くこ

とのスタート」の役割を求められ、変

革を迫られている。キャリア教育、

PBL・アクティブラーニングといった

座学にとどまらない授業法、地域社

会・産業社会、あるいは高校教育との

連携・協働と、近年話題になっている

大学改革の多くが、この文脈にあると

言えるだろう。

この連載では、この「学ぶと働くを

つなぐ」大学の位置づけに注目しなが

ら、学長及び改革のキーパーソンへの

インタビューを展開していく。各大

学が活動の方向性を模索する中、様々

な取り組み事例を積極的に紹介して

いきたい。

今回は、2006年度からチャレンジセ

ンターという組織で社会的実践力の

育成に取り組み、今それを全学に拡大

させようとしている東海大学で、山田

清志学長にお話をうかがった。

東海大学の特徴はまず、全国8つの

キャンパス、医学部を含む18学部に

小さくても強い大学の
集合体を志向

約2万8000人の学部学生を擁する規

模感だろう。全国に14校しかない在

籍学生数2万人以上の大学の1つだ。

そして山田清志学長は、「にも拘わら

ず『小さくて強い大学の集合体』を志

向しているのが、東海大学の特色的な

こと」と言う。

「根っこのところは、創立者・松前重

義氏が掲げた建学の精神。大きく2

つあって、1つは世界平和に貢献する

人材、もう1つは科学技術立国を支え

る人材です」。その育成というミッ

ションのために、「せっかくここまで

規模感のある大学だけれど、あえて規

模感に逆らうようなことをやってき

た」と言うのだ。

「大きいからといって必ずしも安泰

ではありませんからね。大きいから

こそ、恐竜のように絶滅してしまう可

能性もある。環境の変化に対応して、

非常に小さいセグメントでやってい

かなければならないと思います」。

東海大学の「学ぶと働くをつなぐ」

試みは、2006年4月に発足したチャレ

プロジェクトを支援する
チャレンジセンター

ンジセンターが、

その先鞭をつけ

た。自ら考える

力・集い力・挑み

力・成し遂げ力の

4 つの力を、現代

社会を生き抜き、社会に貢献するため

に必要な社会的実践力とし、その獲得

を目的に、「学生主体の多様なプロ

ジェクト」と「ワークを多く含んだアク

ティブラーニング型授業」を展開して

きた。

「教室の中では学べないような実践

を通じた教育という、小さい単科大学、

あるいは地方の大学でやりやすいテー

マを、あえてこの大規模な大学でやっ

てみたのです」と山田学長は話す。

学生自身が企画・立案するプロジェ

クト活動は、それぞれ配置されるプロ

ジェクトコーディネーター（職員）、プ

ロジェクトアドバイザー（教員）の支

援を受けながら、大学外の社会で活動

する。活動内容は、例えば「地域活性」

のプロジェクトなら、キャンパス周辺

の緑化活動や定期的な清掃、夏祭りや

地元商店街のイベントのサポート、農

作業の手伝い、除雪というふうに、地

12 東海大学
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の1つでもあり象徴でもあるのが、夏

休みに1泊2日の合宿形式で行われる

「新任教員フォローアップ研修会」だ。

「かつては助手だけの研修で、講師

以上で入った人は受けなくてよかっ

た。6年ほど前から、教授で入ろうが

助教で入ろうが、原則全員受けて頂く

ことになりました。欠席すると次の

年に案内がくる。それも欠席すると3

年目も案内が来ます。さすがに3年

経って“新任”研修は恥ずかしいです

よね、早めに済ませましょう、と」。こ

のようにはっきりとマネジメントして

いる大学はなかなかないだろう。

新任といっても「東海大学に新たに

着任した」という意味なので、新卒と

は限らない。「学者になって功なり名

遂げて来る人、生まれたての教員、企

業から来る人、年代も色々です」。

研修会の柱の1つは、学園の背景を

理解することだと言う。

「2017年に迎えた建学75周年から

100周年に向けての総合戦略とか東

海大学の歴史とか、刷り物は配ります

ので、採用されるときにはそれなりに

目を通してくるでしょう。でも、それ

では頭に入らないので、講話があった

り校歌を歌ったり、それから『東海大

学の強みは何か』といったグループ

ワークをします。

他の大学から東海大学に入ると、反

発する部分もあるでしょうけれど、今

までになかったものとして受け入れ

る方もいらっしゃる。そういう話をあ

まり聞かないで学者になったような

人は、素直に吸収して頂ける」。

もう1つ重要なポイントは、授業を

どういうふうにやっていくか。いわ

ばFDだ。模擬授業を見た後、各自専

門科目の導入部分のさわりで15分の

授業を実施、グループワークで良いと

ころを指摘し合う。

「それが、どの授業もすごくいいん

ですよ」と、山田学長の言葉に力がこ

もる。「大目に見てくれそうな同僚だ

けでなく、学長とか副学長とか教学部

長とかの前で、父兄参観日の発表みた

いなものですから、先生達も気合いを

入れて作るんですね」。

全国のキャンパスから60人前後が

集まるこの研修会には、学内の異業種

交流の意味もある。

「所属している学科の先生達とは毎

週のように会議があってコミュニ

ケーションできますが、他学部・他

キャンパスの先生とは、ほとんどない

でしょう。こういう機会でもないと、

知り合うことがありません。ある意

味同期でもありますし、横のつながり

を作ってもらう意義も大きいと思い

ます」。そのため、できるだけ1グルー

プに1分野の教員は1人だけというよ

うな工夫がされている。「1日目の朝、

集まってバスで行くんですが、最初の

うち雰囲気は重いんですね。でも、模

擬授業を見たりして、夕食後の懇親会

をはさみ一晩経つと、翌朝はもう所属

の枠を越え、親近感を持って参加して

います」。

この研修が高い成果を上げること

ができたため、昨年からは「教員5年次

フォローアップ研修会」も始まった。

「大規模大学でありながら、面倒な

ことでも、先生達がコミットする意識

が高いことから、こうした取り組みが

有機的に作用する環境が築かれてい

ると言えるかもしれません。大学の

風土という言葉以外に表現しづらい

ですが」。仕組みや制度ではなく、全

体として息づく建学の精神が支えて

いるということになるのだろう。

今後の方向性について山田学長は、

建学75周年を機に、卒業生たちのそ

の後の人生に大学はどのようなベネ

フィットを提供できるのかを再考し

たいと言う。

「言い換えると、人びとの暮らしや社

会のQOL（Quality of Life）向上に寄

与すると同時に、自分自身のQOLも高

めるということ」。QOLは医療分野で

健康保全の意味で用いられることの

多い語だが、東海大学におけるQOLと

は、「人生の質」「社会的に見た生活の

質」を指す。だから「生活の質」という

一般的な訳語ではない訳を使うことも

考えていると山田学長は言う。

「Lifeは人生とも訳せるので、人生

の質と言ってもいい。人生を豊かに

全うできたという満足感かもしれな

い。そういうことを感じてもらうには

4年間は短すぎますから、卒業生の皆

様に東海大学のおかげだという気持

ちが人生の節目節目に出てくるよう

な、そういうシステムを大学の中で

作っていきたいと思っています。

最後にどこでも使われすぎて今さ

らという感じもありますが、われわれ

の教育がグローバル時代に図太く生

き抜く力となってくれることを願って

います」。

卒業生の「人生の質」を
支える大学に

（角方正幸 リアセックキャリア総合研究所 所長）

http://souken.shingakunet.com/college_m/
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